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1.概説 
 

1.1 はじめに 
 本製品は入力の直流電圧を正弦波状の交流電圧に変換するものであり、入力電圧や負荷電流の変

動、周囲温度の変化に対して、安定した出力が得られるＤＣ－ＡＣインバータです。 

本製品は、コンバータ、インバータ及び、バイパス回路を組合せたシステムです。 

通常は交流入力より出力に交流電力を供給します。 

交流入力電源に異常が生じた場合、直流入力を交流に変換し、出力に交流電力を供給します。 

 

 高効率で低歪出力波形であり、また入力－出力間が絶縁されています。ケースは１９インチラッ

クサイズ（２Ｕ）、６面メタル材による構造で、空冷ファンを装備しているため、放熱が優れていま

す。さらに各種保護機能、出力電圧表示、出力電流表示も内蔵されているなど数多くの特徴を備え

た信頼性の高い製品です。 

 

 本製品のご使用に際しては、まず本取扱説明書を一読して頂き、据付から運転操作までの内容を

十分ご理解の上、ご活用下さるようお願い致します。 

 

 

1.2 安全記号について 
本説明書及び製品には，製品を安全に使用する上で必要な警告，及び注意を示す下記の記号が表示

されています。 

 

 

警 告 

使用者が死亡または重傷を負う可能性がある，または本製品を含む周辺機器に

重大な危険が生じる可能性がある，危険な状態について注意喚起します． 

 

 

注 意 

使用者が傷害を負う可能性がある，または本製品を含む周辺機器に損害が生じ

る可能性がある，不適切な状態について注意喚起します． 

 

 

不用意に触れると感電により死亡または重傷を負う可能性がある，高電圧部の

存在を示します． 
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2.動作方式 
 

交流入力時の動作 

 交流入力時は、交流入力電源よりフィルタ、バイパス回路を通して出力に交流電力を供給します。 

交流入力電源と直流入力電源を併用することにより、通常時は交流入力より交流電力供給、停電時

及び交流入力電圧低下時は直流入力よりインバータ給電を行います。 

 

直流入力時の動作 

 直流入力時は、直流入力電源を絶縁型ＤＣ－ＤＣコンバータにて昇圧させ、ＤＣ－ＡＣインバー

タにて 50Hz または 60Hz の交流出力を得て、フィルタ後に出力します。 

出力電圧の定電圧化、各種保護回路を制御部に機能させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ ブロック図 － 
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3.本体の据付，結線 
 

3.1 環境 

(1) 仕様により定められた温度範囲，ディレーティング，通気環境にてご使用下さい． 

(2) 仕様により定められた湿度範囲にて使用し，急激な温湿度変化は避けて下さい． 

(3) 可燃性・爆発性のガスや蒸気が発生・貯蔵されている場所（周辺含む）では使用しないで下さい． 

 

 

警 告 

・異常な高温下や，通気孔がホコリ等で詰まった状況では，火災等のおそれがあります． 

・結露が生じたまま運転を続けると，故障，漏電，感電，火災等のおそれがあります． 

・ガスによっては爆発・火災のおそれがあります． 

 

(4) 通気孔やスキマへ棒やドライバ等を入れないで下さい． 

 また，金属片などの異物が入ったり，水がかかるような場所では使用はしないで下さい． 

 

 

警 告 

・ケース内部には高電圧回路があり，製品の動作が停止していても高電圧が電解コンデンサに

充電されている場合があるため，感電や短絡に伴う閃光・爆音のおそれがあります． 

 

(5) 高湿度，腐食性ガス，塵埃の多い所では使用しないで下さい． 

 

 

注 意 

・製品の構造部や電気回路に腐食や絶縁劣化を生じるため，早期故障等のおそれがありま

す． 

 

(6) 製品を使用中に，”発煙”，”発火”，”異臭”，”異音”，等の異常が見られた場合は，直ちに使用を中止して下さ

い．電源入・出力を遮断し，弊社営業部へご連絡下さい． 

 

 

警 告 

・異常や故障を放置して運転を続けると，漏電，異常電圧，火災，二次被害等のおそれがあり

ます． 

 



機種名：CA1000 3.本体の据付，結線 T14-0112-05 

－6－ 

 

3.2 取り付け 
(1) 本製品はラックに取り付けてご使用下さい。 

(2) 本製品をラックへ取り付けるためには、フロントパネ

ルの両側にあるラックマウント･ブラケットを使用

します。 

(3) ラック収納にあたり、インバータの質量を支えるため

のサポートアングルを用意して下さい。サポートア

ングルは使用するラックによりサイズが異なるため

付属しておりません。 

(4) 本製品は冷却ファンにより強制空冷を行い、製品内部

の冷却を行っています。吸・排気の妨げにならない

よう、本製品の側面及び後面に十分な間隔をとって

下さい。（約１００mm 以上） 

 

 

 ＜ラック搭載例＞ 

 

 

 

注 意 

・転倒、落下の恐れのない、平らな場所に設置して下さい。 

 けがのおそれがあります。 

・装置を確実に保持して下さい。移動、据え付け時の装置の落下などにより、 

 けがのおそれがあります。 

 

インバータ 

サポート 

アングル 

排気スペース 

100mm以上 

キャビネット 

吸気スペース 

100mm以上 

吸気スペース 

100mm以上 
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INPUT 
DC IN AC IN 

+ - S R FG 

交流電源を接続 

直流入力電源を接続 

Ｍ６ 

アース 

OUTPUT 
AC OUT 

V U FG 

交流出力 負荷機器へ接続 

アース 

Ｍ５ 

REMOTE 
ALARM 

外部転送信号 Ｍ４ 

入力端子台 

信号入出力端子台 

出力端子台 

 

3.3 結線 
(1) 外部への入・出力結線は、装置後面の入力端子台及び出力端子台へ行って下さい。 

 

注 意 

・ 配線工事に不備があると、感電、火災の原因になることがあります。 

・ 入力、出力線の結線時は、入力が遮断されている状態で行って下さい。 

・ 入力出力及び、外部信号の接続は、緩みのないようにして下さい。緩みが

あると、発煙・発火・感電のおそれがあります。 

・ 装置の出力側に接続される負荷機器のアースは、本装置のアースに接続し

て下さい。負荷機器のアースを接続しない場合には、感電のおそれがあり

ます。 

 

3.3.1 入力・出力 

(1) 電線の接続に関しては、本体の指示銘板と本取扱説明書を

参照し、間違いのないよう接続して下さい。 

(2) 入力端子台にて直流及び交流入力(［ＤＣＩＮ］…ＤＣ用［Ａ

Ｃ Ｉ Ｎ ］ … Ａ Ｃ 用 ) を 確 実 に 接 続 し て 下 さ い 。     

（注）直流入力の極性を間違えないようにして下さい。 

故障のおそれがあります。 

(3) 出力端子台にて負荷機器の入力を確実に接続して下さい。 

(4) 交流入力電源が一線接地されている場合は、必ず装置のＳ

端子（相）側を接地相として下さい。出力側を一線接地し

使用する場合は、必ず装置のＶ端子（相）側を接地相とし

て下さい。（接地による電源短絡を防止するためです。） 

本接地を間違えると、フロントパネル右側の AC FUSE 15A

が溶断します。 

 

 推奨電線径 

端子名称 線径 

ＤＣ ＩＮ 

24V 入力   14SQ 以上 

36V 入力   10SQ 以上 

48V 入力    8SQ 以上 

96V 入力   5.5SQ 以上 

ＡＣ ＩＮ 2SQ 以上   

ＡＣ ＯＵＴ 2SQ 以上   

ＡＬＡＲＭ 0.5SQ 以上   

ＲＥＭＯＴＥ 0.5SQ 以上   

 

注）上記使用電線径は､105℃､600V の耐熱ビニル電線 UL-1015､CSATEW 撚り線を使用し、長さが１～

５ｍ程度の場合です。さらに長い距離を接続の場合は電線の電圧降下分を考慮してご対応下さい。 

 

3.3.2 外部転送信号 

 

信 号 名 称 表 示 定  義 

ＡＬＡＲＭ 

（無電圧接点信号） 
ＡＬＡＲＭ 

通常時(商用給電時) :ＡＬＡＲＭ間はｵｰﾌﾟﾝになります。 

異常時(ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電時):ＡＬＡＲＭ間がｼｮｰﾄになります。 

(DCIN が正常な場合のみ有効となります) 

ＲＥＭＯＴＥ 

(ＩＮＶ－ＯＮ／ＯＦＦ) 
ＲＥＭＯＴＥ 

連続した閉路でインバータ回路停止（ＯＦＦ） 

連続した開路でインバータ回路動作（ＯＮ）注)1,2,3 

注１.ＲＥＭＯＴＥ信号が運転状態であっても装置の起動スイッチ(POWER)を切ると 

   インバータ出力は停止します。 

注２.ＲＥＭＯＴＥ端子間を短絡するとインバータは停止しますが、交流入力(ACIN)に交流 

   を受電している場合は、バイパス回路を通して交流出力(ACOUT)に出力されます。 

注３.ＲＥＭＯＴＥ端子には電圧を印加しないで下さい。 装置が破損するおそれがあります。 
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4.外形および各部名称 
 

4.1 外形 
 

 

 

 

 

DC/AC  

INVERTER 

CA1000 
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4.2 各部名称 
 

前面パネル 

 

番号 名称 本体の表示 機能 

① 起動スイッチ POWER ｜，○ 装置起動用スイッチ 

② 
ＩＮＶ／ＢＹＰＡＳＳ 

切替スイッチ 
ＩＮＶ／ＢＹＰＡＳＳ 

手動によるインバータ運転と 

バイパス運転の切替 

③ 開口部 ― スイッチ誤操作防止 

④ ＬＥＤ表示 

ＰＯＷＥＲ 

ＩＮＶＥＲＴＥＲ 

ＢＹＰＡＳＳ 

ＡＬＡＲＭ 

ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ 

出力給電時点灯 

インバータ運転時点灯 

バイパス運転時点灯 

異常時点灯 

装置が過負荷時点滅または点灯 

⑤ デジタル表示 
ＶＯＬＴＡＧＥ 

ＣＵＲＲＥＮＴ 

出力電圧表示 

出力電流表示 

⑥ ＡＣ入力ヒューズ 
ＡＣ ＦＵＳＥ 

１５Ａ 

バイパス回路過電流保護用 

１５Ａ 

⑦ 取手 ― ラック据え付け時使用 

⑧ 
ラックマウント・ 

ブラケット 
― ラック取り付け用 

 

 

側面パネル 

 

番号 名称 本体の表示 機能 

⑨ 吸気口 ― 冷却用 

 

 

後面パネル 

 

番号 名称 本体の表示 機能 

⑩ 周波数切替ＳＷ 50Hz 60Hz 周波数設定 

⑪ 
信号 

入出力端子台 

ＡＬＡＲＭ 

ＲＥＭＯＴＥ 

無電圧接点信号（警報） 

遠方停止信号用端子 

（端子カバ－付き） 

⑫ 
入力端子台 

（ＩＮＰＵＴ） 

ＡＣＩＮ（Ｓ、Ｒ） 

ＤＣＩＮ（＋、－） 

ＦＧ 

交流入力（バイパス入力）端子 

直流入力端子 

フレームグランド端子 

（端子カバ－付き） 

⑬ 
出力端子台 

（ＯＵＴＰＵＴ） 

ＡＣＯＵＴ（Ｖ、Ｕ） 

ＦＧ 

交流出力端子 

フレームグランド端子 

（端子カバ－付き） 

⑭ ファン ― 冷却用 
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5.運転操作 
 

5.1 運転前の準備 
 

運転前に次の確認をして下さい。 

項 目 確 認 内 容 

入力電源 本装置の入力は直流電源 及び商用電源(AC100V：50/60Hz)です。 

装置外観 装置の外観に損傷や変形がないことを確認して下さい。 

装置器具 

① 起動ＳＷ ｜／○ ○ ｢OFF｣であることを確認して下さい。 

② ＩＮＶ／ＢＹＰＡＳＳ 
｢BYPASS｣であることを確認して下さい。 

通常は｢BYPASS｣側で使用して下さい。 

⑩ 周波数切替ＳＷ 50/60Hz 選択 ご使用になる商用周波数に合わせて下さい。 

 

 

 
 

5.2 運転 
 

(1) 運転（初期始動の場合） 

操 作 手 順 状 態 
本体 

ＬＥＤ表示 

１ 直流入力(DCIN) 受電 インバータは動作しません。 
ＢＹＰＡＳＳ「緑」点灯 

ＡＬＡＲＭ 「赤」点灯 

２ 交流入力(ACIN) 受電 交流電力（バイパス給電）供給 
ＢＹＰＡＳＳ「緑」点灯 

ＡＬＡＲＭ 「赤」点灯 

３ 
装置の起動スイッチ (POWER)

を「｜」(ON)にする。 

インバータ動作待機 

交流電力（バイパス給電）供給 

ＰＯＷＥＲ 「緑」点灯 

ＢＹＰＡＳＳ「緑」点灯 

ＡＬＡＲＭ 「赤」消灯 

 

 

(2) 停止（出力の給電を停止したい場合） 

操 作 手 順 状 態 
本体 

ＬＥＤ表示 

１ 
装置の起動スイッチ (POWER)

を「○」(OFF)にする。 

インバータ動作停止 

交流電力（バイパス給電）供給 

ＰＯＷＥＲ 「緑」消灯 

ＢＹＰＡＳＳ「緑」点灯 

ＡＬＡＲＭ 「赤」点灯 

２ 
交 流 用 配 電 盤 の ブ レ ー カ を

「断」にする。 注） 
交流電力（バイパス給電）停止 

ＢＹＰＡＳＳ「緑」点灯 

ＡＬＡＲＭ 「赤」点灯 

３ 
直 流 用 配 電 盤 の ブ レ ー カ を

「断」にする。 注） 
動作停止 すべて消灯 

注）安全のため、装置を長期停止する場合は、必ず配電盤のブレーカを「断」として下さい。 
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6.動作・保護動作 
6.1 基本動作 
6.1.1 バイパス動作，インバータ待機 

常時は交流入力を受電し、バイパス回路より交流電力を出力に送出します。この時ＢＹＰＡＳＳ「緑」

表示が点灯します。また、交流入力に異常または停電が生じた場合は、自動的にインバータが動作

し直流入力からの給電により、インバータより負荷に電力を供給します。この時ＩＮＶＥＲＴＥＲ

「緑」表示が点灯します。 

注）｢DCIN｣に直流入力の受電がある場合のみ有効となります。 

 
常時のディスプレイの状況 

 

6.1.2 手動インバータ運転切替 

ＩＮＶ／ＢＹＰＡＳＳ切替スイッチを「ＩＮＶＥＲＴＥＲ」側にすると手動にてインバータ運転に

切替えることができます。（切替時出力電圧は約２０msec 瞬断します。） 

この時ＩＮＶＥＲＴＥＲ「緑」表示が点灯します。 

注）｢DCIN｣に直流入力の受電がある場合のみ有効となります。  

注）これは切替動作確認用の機能です。運用の際はＩＮＶ／ＢＹＰＡＳＳ切替スイッチを 

「ＢＹＰＡＳＳ」にしてご使用ください。 

 
手動インバータ運転時のディスプレイの状況 
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6.1.3 過負荷時 

装置の容量を超える過負荷状態になると、ＯＶＥＲ ＬＯＡＤ「赤」表示が点灯します。 

装置を安全にご使用いただくため負荷の軽減をして下さい。 

過負荷状態が継続しますと装置保護のため、バイパス給電時にはＡＣ入力ヒューズ（１５Ａ）が断

線、インバータ給電時には内部の過電流保護が動作し、出力を遮断する場合があります。 
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6.1.4 入力異常時 

交流入力または直流入力に異常が発生した場合は、ＡＬＡＲＭ「赤」表示が点灯します。 

 

入力異常とは 

 直流入力異常：入力電圧無し（直流入力電源異常） 

        定格入力電圧範囲より低い入力電圧 

        定格入力電圧範囲より高い入力電圧 

 交流入力異常：入力電圧無し（停電および交流入力電源異常） 

        入力電圧が低い（ＡＣ８５Ｖ以下） 

        入力電圧が高い（ＡＣ１１５Ｖ以上） 

 

 
交流入力正常、直流入力無し時のディスプレイの状況 

 

 
交流入力異常、直流入力正常時のディスプレイの状況 
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6.2 その他の動作 
 

6.2.1 入力低電圧保護、入力過電圧保護（直流入力） 

(1) 入力低電圧保護 

   直流入力電圧が、定格入力電圧範囲以下にてインバータ出力が停止します。 

   直流入力電圧を定格入力電圧範囲内に戻すと自動復帰します。 

(2) 入力過電圧保護 

   直流入力電圧が、定格入力電圧範囲以上にてインバータ出力が停止します。 

   直流入力電圧を定格入力電圧範囲内に戻すと自動復帰します。 

 

6.2.2 ファンの動作 

冷却ファンは直流入力電圧が印加され、内部温度が４５℃以上にて動作します。したがって、入力

を印加した直後にはファンは動作しません。動作までの時間は負荷及び周囲温度によります。 

 

6.2.3 出力電圧・電流（インバータ給電時） 

(1) 出力電圧値 

   本製品の出力電圧は内部回路でＡＣ１００Ｖに固定されています。（インバータ出力） 

   外部から変更することはできません。 

(2) 出力周波数 

   本製品の出力周波数は、後面パネルの周波数切替ＳＷにより、５０Hz⇔６０Hz の 

   切替が可能です。周波数切替ＳＷの操作は、ＰＯＷＥＲ ＳＷを OFF にして行ってください。 

(3) 出力過電流保護 

   負荷が短絡した場合など、過大な負荷電流が流れたときに負荷と本体を保護する機能です。 

   定格出力電流の１２０％以上にて検出し動作します。 

   定格出力電流を超える負荷電流が流れた場合、本体前面の｢OVER LOAD｣が点灯します。 

   また、過大な電流が続きますとインバータ出力がシャットダウンします。 

   復帰は、過大電流の原因を除去後、6.2.5 手動復帰により行います。 

 

6.2.4 過熱保護 

本体内部に過熱保護回路が内蔵されています。内部発熱部が＋８０℃以上にてインバータ出力が停

止します。復帰は製品の温度を下げたうえで 6.2.5 手動復帰により行います。 

 

6.2.5 手動復帰 

手動復帰は以下のいずれかの方法で行うことができます。 

   ① ＰＯＷＥＲ ＳＷの再投入 

   ② ＲＥＭＯＴＥ端子を短絡後，開放させる。 

   ③ 直流入力電源の再投入（再投入時はＯＦＦからＯＮまで５秒以上間隔を開ける事） 

 

6.3 正しくお使いいただくための注意事項 
 

6.3.1 取扱い上の注意 

(1) 出力回路の短絡、または短絡電流の流れる負荷の接続はしないで下さい。 

保護機能動作、入力ヒューズなどの回路遮断により、出力が供給できなくなります。 

 

(2) 絶縁試験について 

屋内配線の絶縁試験を行う場合は、装置を停止し、入力端子台の「AC IN」と出力端子台の「AC OUT」

をはずしてから行って下さい。 

 

6.3.2 故障時の対応について 

 

(1) ディスプレイ（装置正面の「ＰＯＷＥＲ（緑）」表示が点灯しない場合。 

注）ＤＣ入力がない場合、あるいは不足電圧の場合は、点灯しません。 

 

(2) 「ＡＬＡＲＭ（赤）」表示が点灯した場合。 

注）ＡＣ入力がない場合、あるいはＡＣ ＦＵＳＥ １５Ａが溶断している場合は、点灯します。 

 

(3) その他、異常と判断されることが起きた場合。（異臭、異音などの発生） 



 

6.3 主なディスプレイ表示一覧 
下記に主なディスプレイ表示と症状及び確認項目を記述します。 

●印：点灯  ○印：消灯          

起動 

ｽｲｯﾁ 

ON :｜ 

OFF:○ 

切替 

ｽｲｯﾁ 

INV 

BYPASS 

正面パネル表示 

出
力 

状態 確認・操作 
POWER 

 

（緑） 

INVERTER 

 

（緑） 

BYPASS 

 

（緑） 

ALARM 

 

（赤） 

OVER 

LOAD 

（赤） 

ON BYPASS ● ○ ● ○ ○ 有 ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電､ｲﾝﾊﾞｰﾀ待機 正常動作 

OFF BYPASS ○ ○ ● ● ○ 無 交流入力異常 交流入力を確認する 

OFF BYPASS ○ ○ ● ● ○ 有 ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止 起動ｽｲｯﾁを ON にする 

ON BYPASS ○ ○ ● ● ○ 有 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止 

直流入力なし 
直流入力を確認する 

ON BYPASS ● ● ○ ● ○ 有 ﾊﾞｲﾊﾟｽ停止､ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電 
交流入力を確認する 

ﾋｭｰｽﾞの状態を確認する 

ON BYPASS ● ○ ● ● ○ 有 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止 

直流入力電圧範囲外 
直流入力を確認する 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止 

過熱保護作動 

ｲﾝﾊﾞｰﾀを復帰させる 

6.2.4・6.2.5 項参照 

ON BYPASS ● ○ ● ● ● 有 出力電流過多 負荷を確認する 

ON BYPASS ● ○ ● ● ●→○ 有 

OVERLOAD が点灯後消灯 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止 

出力過電流保護作動 

ｲﾝﾊﾞｰﾀを復帰させる 

6.2.3・6.2.5 項参照 

 

 

機
種

名
：

C
A
1
0
0
0
 

6
.
保

護
動

作
 

T
1
4
-
0
1
1
2
-
0
5
 

 

－
1
5
－
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7.異常現象と対策 
異常現象が発生した場合、以下の表を参考に調べ対処して下さい。それでも状態が改善されない時

は、故障の可能性がありますので、最寄りの本社営業及び営業所にご連絡ください。 

 

 現象 原因 対策 

始
動
時 

ＤＣ入力を印加して

も出力が出ない 

起動スイッチが OFF 起動スイッチを ON にする 

REMOTE 端子がショート REMOTE 端子をオープンにする 

入力電圧が低い 入力電圧を指定範囲内に上げる 

入力電圧が高い 入力電圧を指定範囲内に下げる 

入力逆接続 即刻、入力電源を遮断し、正常接続する 

誤配線 正しい配線に直す 

電線の断線 電線の点検・修復 

端子のネジ緩み ネジを締めなおす 

ＡＣ入力を印加して

も出力が出ない 

誤配線 正しい配線に直す 

電線の断線 電線の点検・修復 

端子のネジ緩み ネジを締めなおす 

ヒューズの断線 
ヒューズを交換する 

接地相に誤りが無いか確認する 

冷却ファンが回転し

ない 
内部温度が４５℃以下 故障ではありません 

負荷を接続すると出

力がダウンする 
過電流保護回路の動作 

負荷が短絡していないか確認する 

過負荷になっていないか確認する 

動
作
時 

内部で音がする 発振音 
音の発生は多少ありますが異常ではありま

せん 

動作中に出力がダウ

ンする 

過熱保護回路が作動する 負荷を軽減する 周囲温度を下げる 

過電流保護回路が作動する 負荷を軽減する 

入力電圧が低下した 入力電圧を上げる 

入力電圧が上昇した 入力電圧を下げる 

冷却ファンが回らず、過熱保

護が作動する。ファンの故障 
冷却ファンを交換する 
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8.保証 
 

通常の取扱において、納品後５年間の無償保証を致します。 

但し、保証期間内であっても以下の場合には適用いたしません。 

（1）使用上の取扱いにおける過失、事故など製造上の原因に由来しない故障の場合 

（2）製品を仕様以外での使用による故障の場合 

（3）製造番号、銘板が無い、製品の形状変更、部品追加など改造が加えられた場合。 

 

 

9.保守・点検 
 

本装置は特別な日常の手入れは必要ありませんが、経年的に交換を必要とする部品もありますので下

記の要領により行って下さい。 

 

9.1 日常の点検 
表示灯の点灯状況に異常がないか確認して下さい。 

ゴミなどが内部の部品に付きますと故障の原因となりますので、周囲の清掃を心がけて下さい。 

 

9.2 定期交換部品 
(1) 冷却ファン       1 回／10 年 

(2) 電解コンデンサ     1 回／10 年 

 

電解コンデンサは製品内部にあり，お客様にてケースを開けたり，部品交換はしないで下さい．弊社営業部へご相談下

さい． 

 

 

警 告 

・ケース内部には高電圧回路があり，製品の動作が停止していても高電圧が電解コンデンサに

充電されている場合があるため，感電や短絡に伴う閃光・爆音のおそれがあります． 
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10.標準仕様 
 

項目 定格または特性 備考 

形
式 

型名 ＣＡ１０００  

定格の種類 連続  

冷却方式 強制空冷 内部温度+45℃以上にて動作 

交
流
入
力 

定格電圧 ＡＣ１００Ｖｒｍｓ±１５％  

定格周波数 
５０Ｈｚ±５％ 

６０Ｈｚ±５％ 
 

直
流
入
力 

ＤＣ２４Ｖ入力 

入力電圧範囲 ：ＤＣ１８～３６Ｖ  

入力低電圧保護 ：ＤＣ１２～１６Ｖ インバータ出力停止 

入力電圧範囲に戻れば自動復帰 入力過電圧保護 ：ＤＣ４０～４４Ｖ 

ＤＣ３６Ｖ入力 

入力電圧範囲 ：ＤＣ２７～５４Ｖ  

入力低電圧保護 ：ＤＣ１８～２４Ｖ インバータ出力停止 

入力電圧範囲に戻れば自動復帰 入力過電圧保護 ：ＤＣ６０～６６Ｖ 

ＤＣ４８Ｖ入力 

入力電圧範囲 ：ＤＣ３６～７６Ｖ  

入力低電圧保護 ：ＤＣ２４～３２Ｖ インバータ出力停止 

入力電圧範囲に戻れば自動復帰 入力過電圧保護 ：ＤＣ８０～８８Ｖ 

ＤＣ９６Ｖ入力 

入力電圧範囲 ：ＤＣ７２～１４４Ｖ  

入力低電圧保護 ：ＤＣ４８～６４Ｖ インバータ出力停止 

入力電圧範囲に戻れば自動復帰 入力過電圧保護 ：ＤＣ１５０～１６５Ｖ 

交

流

出

力 

定格容量 １．０ｋＶＡ 皮相電力 

相数 単相２線（アース付き）  

出力電圧精度 
ﾊﾞｲﾊﾟｽ時:商用入力電圧－１．５％ｍａｘ 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ時:ＡＣ１００Ｖｒｍｓ(±１％) 
正弦波出力 

出力電圧温度係数 ０．０２％／℃ ｍａｘ. インバータ出力 

定格周波数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 手動切替（周波数切替ＳＷによる） 

周波数精度 ±０．１％以内 インバータ出力 

出力周波数 

温度係数 
０．０１％／℃ ｍａｘ． インバータ出力 

波形

歪率 

線形負荷 １．５％以下 定格運転時 

整流器負荷 １０％以下 定格運転時 

対入力変動率 ０．５％ ｍａｘ． 直流入力電圧範囲内 

対負荷変動率 １．０％ ｍａｘ． ０⇔１００％負荷 

過電流保護 １２０％以上 シャットダウン方式 手動復帰 

過熱保護 内部発熱部８０℃以上 インバータ運転停止 手動復帰 

そ
の
他 

騒音 ４０ｄＢ以下 装置正面１ｍ 

外形寸法 ４８２×８８×２５０ （Ｗ×Ｈ×Ｄ） 

質量 ９ｋｇ ｍａｘ  

周囲環境条件 
周囲温度：-２５～５０℃  

相対湿度： ２０～９０％ 結露のないこと 
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